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日
露
戦
争
中
の
出
征
軍
人
家
族
援
護
に
関
す
る
一
考
察

ー
ー
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
｜
｜北

？白

謙

太

良R

は

じ

め

に

本
稿
は
、
日
露
戦
争
中
に
お
け
る
出
征
軍
人
家
族
援
護
を
、

一
九
O
四
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
軍
事
扶
助
法
制
で
あ
る
下
士
兵
卒
家

族
救
助
令
と
の
関
わ
り
で
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
り
、
当
該
期
に
お
け
る
軍
人
家
族
援
護
の
特
質
を
解
明
せ
ん
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
日
露
戦
争
中
の
出
征
軍
人
家
族
援
護
に
つ
い
て
は
、
近
代
天
皇
制
国
家
論
、
日
露
戦
争
中
の
「
国
民
」
統
合
論
と
そ
の
批
判
、

（

1）
 

民
衆
史
研
究
な
ど
様
々
な
視
角
か
ら
具
体
的
な
実
態
分
析
が
行
わ
れ
て
き
た
。
特
に
山
村
睦
夫
氏
は
、
皇
族
・
華
族
・
大
資
本
の
最
上

層
部
な
ど
の
社
会
的
権
威
を
結
集
し
た
援
護
組
織
で
あ
る
帝
国
軍
人
援
護
会
を
検
討
す
る
過
程
で
、
同
会
の
事
業
を
方
向
づ
け
た
内
務

（

2）
 

省
の
軍
事
援
護
方
針
H
「
隣
保
相
扶
」
方
針
や
そ
の
浸
透
に
よ
る
公
的
救
護
費
支
出
の
抑
制
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
山
村
氏
の
研
究
も
含
め
右
記
の
研
究
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
の
内
容
に
充
分
に
踏
み
込
ん
で
検
討
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
費
支
出
を
抑
制
し
た
救
護
体
制
が
な
ぜ
可
能
と
な
っ
た
の
か
を
、
地
方
行
政
や
地
域
社
会
・
軍
人
家

51 

族
の
位
置
づ
け
を
含
め
シ
ス
テ
ム
と
し
て
充
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
援
護
活
動
の
実
態
分
析
に
も
疑
問
が
残
る
。
す
な
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わ
ち
山
村
氏
は
、
内
務
省
の
「
隣
保
相
扶
」
方
針
が
、
地
方
行
政
機
関
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
地
域
援
護
組
織
の
活
動
に
二
冗
的
・
一

面
的
に
浸
透
し
て
い
く
と
い
う
前
提
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
の
ご
と
く
こ
れ
ら
の
地
域
援
護
組
織
は
地
域
住
民

の
寄
付
金
に
よ
り
運
賞
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
援
護
事
業
の
内
容
に
お
い
て
も
地
域
社
会
内
部
の
問
題
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
直

す
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
次
に
、
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
に
つ
い
て
は
、
社
会
事
業
史
・
社
会
福
祉
史
の
分
野
で
、
法
制
史
的
分
析

す）

の
み
な
ら
ず
そ
の
背
景
に
あ
る
当
局
者
の
意
図
を
も
踏
ま
え
た
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
府
県
の
施
行

細
則
や
公
的
救
護
支
出
の
実
態
も
踏
ま
え
て
全
体
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
か
か
る
制
度
が
地
域
社
会
の
中
で
い
か
な

る
位
置
に
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
動
向
か
ら
、
本
稿
の
課
題
と
し
て
以
下
の
内
容
を
設
定
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
と
そ
の
制

定
意
図
を
分
析
し
、
次
に
こ
れ
を
地
域
社
会
に
お
け
る
援
護
事
業
の
実
態
と
摺
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
軍
人
家
族
援
護
体
制
の
中

に
お
け
る
行
政
と
地
域
援
護
団
体
・
地
域
住
民
の
役
割
と
そ
の
連
関
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
隣
保
相
扶
」
の
構
造
も
具

体
的
に
理
解
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
本
稿
で
は
、
援
護
事
業
の
実
態
分
析
を
、
大
阪
市
を
事
例
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
す

る
。
大
阪
市
内
に
は
本
籍
地
で
徴
集
さ
れ
た
後
に
流
入
し
て
き
た
寄
留
在
郷
軍
人
の
家
族
が
多
数
居
住
し
て
お
り
、
か
か
る
流
動
部
分

も
含
め
た
救
護
体
制
の
構
築
と
い
う
軍
事
援
護
事
業
の
重
要
な
問
題
点
を
照
射
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

徴
兵
援
護
事
業
と
そ
の
限
界
点

本
章
で
は
、
日
露
戦
争
中
の
出
征
軍
人
家
族
援
護
事
業
を
議
論
す
る
前
提
と
し
て
、
徴
集
兵
員
と
そ
の
家
族
の
生
計
保
護
を
目
的
と

し
て
展
開
さ
れ
た
徴
兵
援
護
事
業
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
こ
か
ら
出
征
軍
人
家
族
援
護
事
業
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、



（

4）
 

こ
の
徴
兵
援
護
事
業
に
つ
い
て
は
遠
藤
芳
信
・
二
宮
孝
富
氏
の
研
究
が
あ
る
。
遠
藤
氏
は
、
国
民
皆
兵
制
度
と
し
て
の
徴
兵
令
が
制
定

さ
れ
て
以
来
、
国
家
に
よ
る
強
制
的
徴
集
に
よ
り
発
生
す
る
徴
集
兵
員
と
そ
の
家
族
の
生
活
困
窮
な
ど
の
経
済
的
犠
牲
に
対
す
る
見
返

り
的
保
障
が
、

一
八
八
0
年
代
初
期
か
ら
地
方
行
政
機
関
の
外
郭
的
団
体
と
し
て
成
立
し
た
徴
兵
慰
労
（
義
）
会
・
尚
武
会
等
の
徴
兵

援
護
事
業
団
体
に
よ
り
担
わ
れ
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
か
か
る
見
返
り
的
保
障
は
国
法
化
に
よ
り
国
家
が
分
任
す
る
の
で

日露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

は
な
く
、
地
方
自
治
体
吏
員
と
地
域
住
民
有
志
の
組
織
で
あ
る
徴
兵
援
護
団
体
が
分
担
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
二
宮
氏
は
、

一
八
八
九

年
改
正
の
徴
兵
令
第
二

O
条
（
「
徴
兵
ニ
応
ス
ル
ト
キ
ハ
其
家
族
自
活
シ
能
ハ
サ
ル
ノ
確
証
ア
ル
者
ハ
本
人
ノ
願
ニ
由
リ
徴
集
ヲ
延
期

ス
其
事
故
三
箇
年
ヲ
過
ク
ル
モ
何
ホ
止
マ
サ
ル
者
ハ
国
民
兵
役
ニ
服
セ
シ
ム
」
）
に
よ
り
、
現
役
兵
が
「
自
活
」
可
能
で
あ
る
と
の
制

度
的
前
提
が
付
与
さ
れ
る
と
共
に
、
家
計
破
綻
等
の
経
済
的
理
由
で
「
自
活
」
不
能
な
場
合
で
も
徴
兵
援
護
団
体
の
扶
助
活
動
に
よ
り

こ
れ
を
補
完
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
徴
兵
援
護
事
業
は
国
家
・
地
方
行
政
機
関
の
救
済
行
政
事
務

と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
私
的
」
な
徴
兵
援
護
団
体
が
分
任
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
記
の
徴
兵
援
護
事
業
は
「
現
役
兵
」
を
対
象
と
し
て
い
た
た
め
、
戦
争
が
発
生
し
て
予
後
備
役
兵
が
召
集
さ
れ

る
と
、
直
ち
に
そ
の
限
界
性
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
市
（
京
都
？
北
泊
注
）
南
区
河
原
町
二
丁
目
五
千
六
百
五
十
七
番
屋
敷
毘
沙
門
裏
手
の
長
内
に
住
む
高
野
善
九
郎
方
同
居

予
備
工
兵
一
等
卒
井
口
惣
作
（
二
十
五
年
）
の
留
守
宅
を
訪
問
せ
り
、
母
親
て
い
（
五
十
三
年
）

の
語
る
所
に
拠
れ
ば
「
惣
作
は

不
欄
な
も
の
で
す
、
早
く
父
に
死
訣
れ
ま
し
た
後
は
木
挽
職
を
習
ひ
覚
え
、
今
で
は
私
の
他
に
弟
久
吉
（
十
二
年
）
妹
ひ
さ
（
十

五
年
）

の
二
人
を
、
自
分
の
腕
一
つ
で
養
う
て

（
中
略
）
、
何
う
か
斯
う
か
暮
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
百
に
応
じ
て
出
征
し
ま
し

53 
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た
後
は
、
忽
ち
母
子
三
人
糊
口
に
困
る
事
と
な
り
、
娘
、
だ
け
は
岸
和
田
へ
奉
公
に
遣
り
、
私
は
毎
日
諸
所
に
雇
は
れ
て
行
き
、
漸

（

5）
 

く
七
銭
位
の
儲
け
で
暮
し
て
居
り
ま
す

こ
れ
は
、
日
露
戦
争
中
に
充
員
召
集
さ
れ
た
予
備
役
兵
家
族
の
生
活
を
示
す
新
聞
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
時
下

に
お
け
る
兵
力
動
員
は

一
家
の
主
要
な
生
計
保
持
者
を
在
郷
軍
人
と
し
て
召
集
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
た
た
め
、

一
家
の
柱
石
を
喪

失
し
た
軍
人
家
族
が
「
忽
ち
・
：
糊
口
に
困
る
」
事
態
を
招
来
し
た
。
ま
た
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
井
口
惣
作
の
家
族
が
都
市
部
に

居
住
す
る
下
層
貧
困
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
対
外
戦
争
を
目
的
と
し
た
軍
拡
の
進
展
に
伴
い
、
現
役
兵
徴
集
人
員
も
、

一
八
九
一
年

の
二
万
O
六
八
九
名
か
ら
、

（

6）
 

的
に
増
大
す
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
井
口
の
よ
う
な
「
自
活
」
可
能
性
の
基
準
に
到
達
し
な
い
都
市
部
の
貧
民
を
も
徴
兵
・
百
集
な
ど
兵

一
八
九
八
年
の
五
万
三
四
五
二
名
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
中
の
一
九
O
四
年
に
は
七
万
八
一
八

O
名
に
飛
躍

事
行
政
の
対
象
と
し
て
包
摂
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
都
市
部
の
貧
困
軍
人
家
族
も
含
め
、
日
々
生
じ
る
出

征
軍
人
家
族
の
経
済
的
犠
牲
・
損
失
を

l
i
国
法
化
に
せ
よ
私
的
扶
助
活
動
の
再
編
に
せ
よ
｜
｜
い
か
に
保
障
す
る
か
、
こ
れ
が
日
露

戦
争
中
に
お
け
る
出
征
軍
人
家
族
援
護
問
題
の
要
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
応
召
兵
家
族
の
救
助
を
目
的
と
し
た
軍
事
扶
助

法
令
で
あ
る
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
の
法
的
枠
組
と
そ
の
異
体
的
運
用
か
ら
、
こ
の
問
題
に
迫
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

下
士
兵
卒
家
族
救
助
令

（

1
）
成
立
過
程

さ
て
、
日
露
戦
争
開
戦
前
後
、
内
務
省
地
方
局
と
陸
海
軍
省
の
問
で
、
予
後
備
役
下
士
兵
卒
の
家
族
救
助
を
目
的
と
し
た
勅
令
作
成



の
準
備
が
開
始
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
務
省
地
方
局
か
ら
陸
海
軍
省
に
対
し
「
召
集
下
士
兵
卒
ノ
家
族
中
救
助
ヲ
要
ス
ル
人
員
ノ
件
」

（ヱ

が
照
会
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
陸
軍
省
は
一
九
O
四
年
二
月
一
四
日
に
次
官
名
で
内
務
次
官
に
回
答
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

九

。
三
年
四
月
一
日
段
階
に
お
け
る
予
後
備
役
下
士
卒
の
人
員
が
下
士
二
万
六
七
八
一
名
、
兵
卒
二
七
万
O
八
七
五
名
で
あ
る
の
に
対
し
、

他
人
の
扶
助
を
必
要
と
す
る
戸
数
比
を
日
清
戦
争
時
の
調
査
よ
り
下
士
一

0
・
二
二
%
、
兵
卒
二
九
・
四
一
%
と
推
定
し
、
以
上
に
よ

日露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

り
公
的
扶
助
の
対
象
戸
数
を
下
士
二
七
六
二
戸
、
兵
卒
七
万
九
六
六
四
戸
と
算
定
し
て
い
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、
内

務
省
地
方
局
内
で
、
勅
令
案
と
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
制
定
ノ
件
」
が
作
成
さ
れ
、
三
月
二
四
日
付
で
内
務
・
大
蔵
・
陸
軍
・
海
軍

四
大
臣
が
連
名
で
「
制
定
ノ
件
」
の
閣
議
請
求
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
制
局
で
の
審
査
と
閣
議
決
定
を
経
て
、
四
月
二
日
に
下
士

兵
卒
家
族
救
助
令
（
勅
令
第
九
四
号
）
と
し
て
公
布
さ
れ
る
の
で
あ
る

（
以
下
、
救
助
令
と
略
記
）
。

こ
の
勅
令
は
、
全
文
七
ケ
条
、
同
時
に
制
定
さ
れ
た
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
施
行
規
則
（
以
下
、
施
行
規
則
と
略
記
）
も
五
ケ
条
か

ら
な
る
簡
単
な
も
の
で
、
救
助
対
象
と
そ
の
範
囲
・
救
助
資
格
停
止
（
以
上
、
救
助
令
）
、
救
助
願
の
届
出
・
公
的
救
護
出
願
者
の
調

査
・
救
助
方
法
・
救
助
額
の
上
限
（
以
上
、
施
行
規
則
）
等
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
か
か
る
簡
潔
な
条
文
か
ら

な
る
救
助
令
の
背
後
に
あ
る
制
定
意
図
を
別
扶
す
る
た
め
に
、
救
助
令
や
施
行
規
則
・
府
県
の
施
行
細
則
に
お
け
る
主
要
な
条
文
を
取

り
上
げ
つ
つ
、
そ
れ
と
救
済
行
政
当
局
者
の
言
説
と
を
摺
り
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
救
助
令
を
中
核
と
し
た
軍
事
扶
助
体
制
の
枠
組

（

8）
 

「
救
済
制
度
要
義
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
当
局
者
の
言
説
と
し
て
は
、
井
上
友
一

こ
れ
は
、
当
該
期
の
救
済
行
政
を
体
系
化
し
た
文
献
で
あ
り
、
ま
た
井
上
友
一
自
身
も
救
済
行
政
事
務
を
管
掌
す
る
内
務
省
地
方
局
の

（

9）
 

官
僚
と
し
て
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
救
助
令
制
定
を
め
ぐ
る
当
局
者
の
意
図
を
知
る
上
で
恰
好
の
文
献
で
あ
る

55 

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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（2
）
救
済
行
政

下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
は
、
井
上
友
一
に
よ
れ
ば
、
救
貧
行
政
の
中
の

「
義
務
救
助
制
度
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

す
る
」
（
『
要
義
』

は
、
井
上
が
「
義
務
救
助
の
制
度
や
其
根
本
の
理
想
は
地
方
団
体
自
体
か
国
家
に
対
し
其
管
轄
内
の
窮
民
を
救
助
す
る
の
義
務
を
担
任

一
八
五
頁
）
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
義
務
救
助
制
度
の
要
点
は
地
方
行
政
機
関
に
管
掌
区
域
内
の
救

済
事
務
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
井
上
は
、
救
助
令
の
特
徴
に
つ
い
て
「
其
経
費
は
国
家
之
を
負
担
し

ち
「
国
家
」

其
行
政
は
国
家
の
機
関
に
委
し
地
方
団
体
の
経
営
に
属
せ
し
む
る
こ
と
と
せ
り
」
（
『
要
義
』

［表1l寡婦孤児扶助料表（年額、単位：円）

丙乙甲等

（H
内
務
省
）

50 

四

ハυ
η

d

A宮

内
、

υ

ヮ“

9
u

100 

A

U

A
生

0
6

F
h
U
F
h
υ
4
4占

150 

90 

80 

70 

等

等

等

等

判

f壬

准士宮

二
O
二
｜
三
頁
）

と
、
行
政
内
部
す
な
わ

と
地
方
行
政
機
関
と
の
聞
に
お
け
る
役
割
分
担
を
明
確
化
し
つ
つ
、
前
者
に
お
け
る
一
定
の
役
割
を
重
視

下士
官

海軍一等卒

海軍二等卒陸軍上等兵

兵卒l海軍三等卒・陸軍等卒
海軍四等卒・陸軍二等卒

海軍五等卒

－A
Q

d

ワ
a

F

b

q

d

つU
1
1
1
i
4
1
可
i

ワ臼

Q

U

A
釜

山

vno

A

A

q

d

q

d

q

J

ワ釘

ハH
V
F同
υ
A
H
V
F
h
d
A
H
V

C
U
F
Hリ

F

b

a
佳

A
生

［出典］『官報J第6222号、 1904年4月1日、
p.16の「第五号寡婦孤児扶助料表」

より作成。

［注記］く甲＞は戦死戦闘負傷死、＜乙＞はそ

の他の公務死、＜丙＞は恩給権者の平

病死の扶助料額を指す。

す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
救
助
令
や
施
行
規
則
お
よ
び
府

県
の
施
行
細
則
は
、
両
者
に
い
か
な
る
具
体
的
事
項
を
あ
て
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

の
決ま
定ず
権
を内
認務
め10大
）臣

救に
助旦
b 卜

第士
四兵

条芸
そ重
し助
ての
施程
行度
規・

則立方
で法

具
体
的
な
救
助
方
法
（
生
業
扶
助
、
現
品
・
現
金
給
与
、
施
療
）

や
救
助
額
の
上
限
（
「
救
助
ノ
額
ハ
戦
死
者
ノ
遺
族
ニ
支
給
ス

ヘ
キ
扶
助
料
ノ
最
低
額
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
）
を
規
定
し

た

（
施
行
規
則
第
二
・
三
条
）
。
救
助
額
に
つ
い
て
も
う
少
し

説
明
す
れ
ば

一
九
O
四
年
三
月
に
改
正
さ
れ
た
軍
人
恩
給



（辺法
に
お
い
て
、
戦
死
者
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
扶
助
料
は
【
表
1
】
の
よ
う
に
下
士
・
兵
卒
で
年
間
九
O
l
四
O
円
と
規
定
さ
れ
る
が
、

出
征
軍
人
家
族
の
救
助
額
は
こ
の
範
囲
内
に
抑
制
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
は
、
出
征
軍
人
家
族
の
公
的
救
助
額
の

上
隈
や
救
助
内
容
な
ど
の
決
定
権
が
内
務
大
臣
に
分
掌
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
こ
こ
で
軍
人
家
族
救
助
に
お
け
る
内
務
大
臣
の
主
導
性
を
強
調
し
た
い
の
で
は
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ

日露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

う
に
、
管
掌
区
域
内
の
救
済
事
務
は
地
方
行
政
機
関
が
責
任
主
体
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
地
方
長
官
」
の
管
掌
事
務
を
見
る

と
、
①
救
助
願
の
届
出
（
施
行
規
則
第
一
条
）
、
②
願
出
者
の
調
査
と
諾
否
の
決
定
（
同
上
）
、
③
標
準
支
給
額
の
決
定
（
同
第
三
条
）
、

（設

④
救
助
請
求
書
の
提
出
（
下
士
兵
卒
家
族
救
助
規
程
［
大
阪
府
令
第
四
七
号
］
第
三
条
、
以
下
「
救
助
規
程
」
と
略
記
）
等
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
務
内
容
を
、
大
阪
府
の
救
助
規
程
を
含
め
て
も
う
少
し
検
討
を
加
え
れ
ば
、
第
一
に
、
①
・
④
の
願
出
・
届
出

は
い
ず
れ
も
救
護
請
求
者
か
ら
市
区
町
村
長
を
経
て
地
方
長
官
で
あ
る
府
知
事
に
出
願
さ
れ
た

（
救
助
規
程
第
一
・
三
条
）
。
第
二
に
、

②
の
調
書
作
成
と
そ
れ
に
対
す
る
意
見
添
付
も
市
区
町
村
長
の
委
任
事
務
と
さ
れ
た

（
救
助
規
程
第
二
条
）
。
従
っ
て
、
国
政
委
任
事

務
と
し
て
の
出
征
軍
人
家
族
救
助
事
務
の
う
ち
、
「
地
方
長
官
」
た
る
府
知
事
は
、
標
準
支
給
額
の
決
定
な
ど
全
体
的
な
救
助
事
務
の

統
轄
に
関
わ
り
、
そ
の
運
用
に
関
わ
る
主
要
な
事
務
は
市
区
町
村
長
の
委
任
事
項
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
市
区
町
村
長
が
作
成
す

る
調
査
書
の
事
項
を
見
る
と
、
救
助
を
要
す
る
家
族
の
氏
名
の
外
、
同
職
業
及
び
そ
の
状
況
、
制
資
産
程
度
、
例
納
税
金
額
、
回
生
計

状
況
、
例
親
族
知
友
隣
保
そ
の
他
の
団
体
等
よ
り
救
護
を
受
け
る
程
度
、
的
扶
養
義
務
者
の
住
所
・
氏
名
・
続
柄
と
職
業
や
納
税
金
額
、

親
族
等
よ
り
救
助
を
受
け
る
程
度
、
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
救
助
対
象
た
る
出
征
軍
人
家
族
の
財
産
に
関

わ
る
事
項
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
介
し
て
市
区
町
村
長
は
日
常
的
に
家
族
（
H

「
戸
」
）
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。

57 

次
に
救
助
対
象
と
さ
れ
る
「
家
族
」
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
「
家
族
」
の
範
囲
で
あ
る
が
、
救
助
令
で
は
こ
れ
を
戦
役
に
よ
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り
刀
口
集
さ
れ
た
予
備
役
・
後
備
役
・
補
充
兵
役
の
下
士
兵
卒
家
族
、
お
よ
び
現
役
延
期
の
下
士
兵
卒
家
族
と
規
定
し

（
第
一
・
七
条
）
、

さ
ら
に
第
二
条
で
「
百
集
ノ
当
初
ヨ
リ
引
続
キ
応
召
者
ト
同
一
ノ
家
ニ
在
ル
祖
父
母
父
母
妻
子
兄
弟
姉
妹
」
と
「
召
集
中
出
生
シ
タ
ル

摘
出
子
」
を
「
家
族
」
の
範
囲
と
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
同
一
戸
籍
内
に
お
け
る
配
偶
者
・
直
系
親
族
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
な
ど
、
出
征

者
本
人
が
扶
養
義
務
を
負
う
家
族
を
救
護
の
対
象
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
次
に
「
家
族
」
に
関
す
る
規
定
で
注
目
し
た
い
の

は
、
救
助
対
象
た
る
出
征
者
家
族
の
自
助
努
力
を
促
す
条
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
軍
人
家
族
の
救
助
方
法
に
お
い

て
は
、
現
品
・
現
金
給
与
よ
り
家
族
の
生
業
扶
助
が
慢
先
さ
れ
（
施
行
規
則
第
二
条
）
、
さ
ら
に
そ
の
生
業
扶
助
等
の
必
要
経
費
に
つ

い
て
は
通
常
支
給
額
の
制
限
を
越
え
て
ま
で
増
額
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
た

（
救
助
規
程
第
六
条
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
府
の
救
助

規
程
お
よ
び
そ
の
具
体
的
運
用
に
お
け
る
軍
人
家
族
へ
の
救
助
額
と
の
関
係
で
も
う
少
し
説
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大

阪
府
の
救
助
規
程
で
は
、
年
齢
に
応
じ
て
月
額
一
人
あ
た
り
一
円
二

O
銭
i
八
O
銭
を
支
給
金
額
の
上
限
と
し
て
い
た

（
救
助
規
程
第

四
条
）
。
ま
た
、
公
的
救
護
の
対
象
と
さ
れ
た
二
永
の
生
計
状
態
に
つ
い
て
、
他
府
県
で
は
あ
る
が
、
東
京
府
下
谷
区
役
所
管
内
に
お

け
る
国
費
救
助
出
願
者
の
生
計
調
査
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
下
谷
金
杉
下
町
九
十
番
地
に
居
住
す
る
補
充
兵
輔
重
輸
卒
の

家
族
（
二
人
家
族
）
に
お
い
て
は

一
家
の
支
出
額
が
月
額
七
円
六
九
銭
（
内
訳
・
米
代
三
円
六
九
銭
、
そ
の
他
の
諸
費
四
円
）

で
あ

る
の
に
対
し
、
収
入
は
月
額
三
円
に
と
ど
ま
り
、
下
谷
区
兵
事
会
の
救
助
金
二
円
四
O
銭
、
さ
ら
に
国
費
救
助
見
込
額
の
合
計
八
二
銭

（凶）

を
加
算
し
て
も
赤
字
は
補
填
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
救
助
令
に
基
づ
く
出
征
軍
人
家
族
救
助
の
要
点
は
、
生
活

保
護
的
な
直
接
的
金
品
給
与
よ
り
も
生
業
扶
助
的
資
金
供
与
を
重
視
し
て
、
軍
人
家
族
の
自
助
努
力
を
促
進
す
る
点
に
あ
る
こ
と
が
理

解
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
義
務
救
助
制
度
と
し
て
の
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
は
、
軍
人
家
族
（
U

「戸」）

の
生
業
扶
助
促
進
を
前
提
と
し
な



が
ら
も
、
市
区
町
村
長
が
主
要
な
救
助
事
務
の
委
任
を
受
け
つ
つ
、
救
助
対
象
た
る
「
戸
」
を
日
常
的
・
恒
常
的
に
把
握
す
る
。
そ
し

て
、
上
級
官
庁
の
内
務
省
・
府
県
は
、
軍
人
家
族
の
救
助
方
法
や
救
助
金
の
支
給
標
準
額
の
決
定
な
ど
軍
人
家
族
扶
助
の
外
枠
を
決
定

す
る
と
共
に
、
救
助
事
務
に
関
し
て
下
級
官
庁
を
指
導
・
統
制
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
救
済
行
政
系
列
に
お
い
て
事
務
を
分
掌
し
つ
つ
、

そ
れ
を
介
し
て
軍
人
家
族
救
助
を
個
々
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
ま
で
実
施
す
る
こ
と
、
こ
こ
に
そ
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日露戦争中の出征軍人家族援護に関する J 考察

以
上
、
中
央
・
地
方
法
制
の
分
析
に
よ
り
、
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
の
下
に
お
け
る
救
済
行
政
の
事
務
分
掌
と
そ
の
系
列
化
を
明
ら

か
に
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
記
の
分
析
は
救
助
令
な
ど
の
条
文
の
解
釈
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
運
用
に
つ
い
て
は
未
だ

射
程
の
外
に
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
際
に
注
目
し
た
い
の
は
、
井
上
友
一
が
救
助
令
の
運
用
過
程
に
お
い
て

「
隣
保
の
私
的
救
助
を
先

き
と
し
国
家
の
公
的
救
助
を
後
に
し
た
る
」
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
「
要
義
』
二

O
三
頁
）
。
こ
れ
に
よ
り
、

出
征
者
家
族
救
助
に
お
い
て
、
救
済
行
政
系
列
の
ほ
か
に
、
隣
保
あ
る
い
は
地
域
社
会
の
役
割
が
浮
上
す
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
大

阪
市
を
事
例
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
て
い
こ
う
。

（3
）
隣
保
相
扶

予
備
役
後
備
役
補
充
兵
役
ニ
在
ル
者
ハ
多
ク
ハ
白
ラ
一
家
生
計
ノ
任
ニ
当
ル
ヲ
以
テ
国
家
有
事
ノ
日
ニ
際
シ
一
朝
百
集
セ
ラ
ル
、

ト
キ
ハ
椴
令
当
然
ノ
責
務
ヲ
尽
ス
ニ
因
ル
ト
艦
モ
其
家
族
ハ
之
カ
為
メ
ニ
忽
チ
其
侍
ル
所
ヲ
失
ヒ
糊
口
ノ
資
ニ
窮
ス
ル
モ
ノ
勘
シ

ト
為
サ
ス
是
等
ニ
付
テ
ハ
適
当
ノ
扶
養
義
務
者
ア
ル
ト
キ
ハ
先
ツ
之
ヲ
シ
テ
相
当
ノ
扶
助
ヲ
為
サ
シ
メ
其
足
ラ
サ
ル
モ
ノ
ニ
ア
リ

テ
ハ
大
ニ
隣
保
郷
党
ノ
扶
助
ヲ
奨
励
シ
地
方
公
私
諸
団
体
亦
之
ニ
助
力
ス
ル
ヲ
以
テ
策
ノ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
為
ス
へ
シ

（
中
略
）
私

59 
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人
若
ク
ハ
団
体
ノ
扶
助
ニ
シ
テ
猶
其
生
活
ノ
困
苦
ヲ
救
フ
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ニ
ア
リ
テ
ハ
国
家
ハ
一
層
之
カ
救
助
ノ
衝
ニ
当
ラ

（設

サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（
以
下
略
、
傍
線
｜
北
泊
）

こ
れ
は

一
九
O
四
年
三
月
二
四
日
に
海
相
山
本
権
兵
衛
・
陸
相
寺
内
正
毅
・
蔵
相
曾
禰
荒
助
・
内
相
芳
川
顕
正
が
連
名
で
提
出
し

で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
救
助
令
運
用
の
主
旨
と
し
て
は
、

た
救
助
令
の
閣
議
請
求
文
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
制
定
ノ
件
」

［表2］南堀江下通二丁目白井みよへの寄贈一覧

氏 名 住所 施与金品

孝橋兵衛 長堀北通三丁目 金 l円

阿漫佐兵衛 南堀江下通一丁目 白米3升
長岡卯兵衛 堀江上通三丁目 白米5升

勝川某 江戸堀橋南詰 子供着類と金6C銭

樋口駒次郎 阿波堀三丁目 金 1円

吉田屋芸妓｛中居 新町九軒 金8円20銭

［出典］『大朝』 1904・3・18、「義勇奉公j中「白井みよへ恵金j

より作成。

ま
ず
第
一
に
、
「
糊
口
ノ
資
ニ
窮
ス
ル
」
軍
人
家
族
に
対
し
て

「
扶
養
義
務
者
」
に
よ
る
救

助
を
義
務
づ
け
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
施
行
規
則
や
府
県
の
施
行
緬

則
の
中
に
も
扶
養
義
務
者
の
救
助
義
務
履
行
に
関
す
る
条
項
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
述

の
ご
と
く
、
市
区
町
村
長
に
よ
る
国
費
救
助
出
願
者
の
生
計
調
査
事
項
に
は
、
扶
養
義
務
者

の
住
所
・
氏
名
・
続
柄
・
職
業
・
納
税
金
額
等
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
施
行
規
則
第

一e
条
、
救
助
規
程
第
二
条
）
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
お
け
る
「
扶
養
義
務
者
」
と
は
誰
を
指

す
の
か
。

一
八
九
八
年
に
公
布
さ
れ
た
民
法
で
は
、
「
直
系
血
族
及
ヒ
兄
弟
姉
妹
」
と
同
一

戸
籍
内
に
お
け
る
夫
婦
の
直
系
尊
属
と
が
「
扶
養
義
務
者
」
と
さ
れ
た
（
民
法
第
九
五
四
条
）
。

そ
し
て
扶
養
義
務
者
が
複
数
存
在
す
る
場
合
は
、
①
配
偶
者
、
②
直
系
卑
属
、
③
直
系
尊
属
、

④
戸
主
、
⑤
同
二
戸
籍
内
に
お
け
る
夫
婦
の
直
系
尊
属
、
⑥
兄
弟
姉
妹
の
順
序
で
義
務
を
履

行
し

（
同
九
五
五
条
）
、
同
順
位
の
扶
養
義
務
者
が
祷
数
存
在
す
る
時
は
資
力
に
応
じ
て
義

（時）

（
同
九
五
六
条
）
。

務
を
分
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
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［表3］大阪市内の出征軍人家族援護団体

単位 援護団体名 地 域 単 位

学
軍人家族慰労会 東区清堀聯合

金属報効義会 南区瓦屋町ほか五箇町（南区第二［金甑］聯合）
区

難波報国義会 南区難波聯合

聯
渥美報効会 南区第三（渥美）聯合

-€/-
第一聯合報義会 西区第一（東江）聯合

区
堀江軍人会 西区第七（堀江）聯合

出征軍人後援会 北区曾根崎聯合

町 軍人家族救護会 西区西九条上の町下の町・同区西野田上の町下の町

出征軍人家族慰問会 西区九条町・岩崎境川町

丁 義勇会 南区日本橋筋東一丁目

目 東二報効（奉公）会 南区日本橋筋東二丁目

［出典］ 『大朝』 1904・2・14、2・19、2・28、3・2、3・10、3・15、3・16、3・24、4・7、石井富

造編『曾根崎分会史』（帝国在郷軍人会曾根崎分会、 1931年）、西区史刊行委員会

編『西区史j第1巻（岡、 1943年）より作成。

［備考］「単位」の項の「町jは、町連合も含む。

第
二
に
、
右
記
の
扶
助
が
十
全
で
な
い
場
合
は
、
「
隣
保
郷
党
ノ
扶

助
」
（
「
隣
保
相
扶
」
）
す
な
わ
ち
地
域
社
会
の
共
同
性
を
基
盤
と
し
た

救
助
の
実
施
と
そ
の
組
織
化
を
促
進
し
た
。
例
え
ば
、
大
阪
市
西
区

南
堀
江
下
通
二
丁
目
に
住
む
白
井
み
よ
の
場
合
、
夫
の
助
吉
が
出
征

し
、
し
か
も
幼
児
二
人
を
抱
え
て
い
る
た
め
に
仕
事
に
就
く
こ
と
も

で
き
ず
「
糊
口
に
差
支
ゆ
る
」

ω
・
3
・
M
）
状
態
で
あ

（
『
大
朝
』

っ
た
。
そ
の
た
め

「
有
志
者
」
が
白
井
み
よ
に
金
品
を
寄
贈
す
る
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
一
覧
化
し
た
の
が

【表
2
｝

で
あ
る
。
こ
れ
を

見
る
と
、
金
品
寄
贈
者
の
居
住
地
が
西
区
内
、
特
に
救
護
者
の
居
住

地
に
隣
接
あ
る
い
は
近
在
す
る
町
・
丁
目
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
自
活
不
能
な
出
征
者
家
族
の
生
活
費
や
食
料
・
衣

料
な
ど
、
最
も
直
接
的
か
つ
日
常
的
な
家
族
扶
助
に
要
す
る
金
品
は

近
隣
住
民
に
負
担
さ
せ
た
の
で
あ
り
、

か
か
る
地
域
社
会
の
相

E
扶

助
機
能
に
政
府
当
局
も
依
存
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
上
記
の

「
隣
保
相
扶
」
機
能
を
補
完
・
促
進
す
る
た
め
に

結
成
さ
れ
た
の
が
、
地
域
社
会
に
お
け
る
住
民
組
織
H
出
征
軍
人
家

族
援
護
団
体
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
「
地
域
社
会
」
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と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
区
画
単
位
を
指
す
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
大
阪
の
公
人
』
の
著
者
が
「
出
征
の
首
途
に
、
或
は
其
家

（幻）

族
の
救
護
に
、
或
は
遺
族
の
慰
藷
に
」
尽
力
す
る
活
動
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、
大
阪
市
内
で
は
学
区
単
位
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
、
例
え
ば
松
下
孝
昭
氏
は
、
都
市
地
域
社
会
の
共
同
生
活
（
教
育
・
衛
生
・
軍
人
援
助
な
ど
）
に
深
く
関
与
す
る
日
常
的
活
動

（凶）

の
基
本
単
位
と
し
て
学
区
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
で
結
成
さ
れ
た
援
護
団
体
を
見
る
と
、
｛
表
3
｝
の
よ

う
に
学
区
（
聯
合
区
）

の
ほ
か
に
町
連
合
・
丁
目
な
ど
様
々
な
レ
ベ
ル
で
そ
の
地
域
住
民
の
組
織
化
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
が
看
取
で
き

る
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
区
（
聯
合
区
）

の
み
が
都
市
地
域
社
会
に
お
け
る
共
同
生
活
の
基
本
的
単
位
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
右
記
と
の
関
係
で
注
目
し
た
い
の
は
、
援
護
事
業
の
内
容
と
地
域
社
会
の
共
同
性
と
の
関
連
で
あ
る
。
地
域
住
民
組
織
H

援
護
団
体
に
よ
る
事
業
と
し
て
は
、
出
征
軍
人
家
族
の
救
助
の
他
に
も
、
出
征
兵
の
歓
送
・
凱
旋
兵
の
歓
迎
、
出
征
兵
と
そ
の
家
族
の

武
運
長
久
祈
祷
・
慰
語
、
戦
病
死
者
の
葬
犠
と
遺
族
へ
の
弔
慰
、
出
征
者
家
族
の
授
業
料
負
担
、
廃
兵
家
族
の
保
護
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
う
ち
二
つ
ほ
ど
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
に
対
す
る
地
域
住
民
の
動
向
を
見
て
み
た
い
。

①
「
西
区
土
佐
堀
通
一
丁
目
外
九
十
余
箇
町
（
旧
五
聯
合
こ
す
な
わ
ち
東
江
・
江
戸
堀
・
靭
・
明
治
・
康
教
の
五
学
区
（
聯
合
区
）

一
九
O
四
年
三
月
六
日
に
聯
合
区
内
の
予
後
備
兵
・
現
役
兵
と
そ
の
家
族
二
百
余
名
を
招
待
し
「
氏
神
難
波
、

座
摩
、
御
霊
三
神
社
へ
参
拝
し
祈
轄
を
な
し
薩
摩
堀
虞
教
寺
尋
常
小
学
校
に
於
て
予
接
会
を
開
」
い
た
と
さ
れ
る

の
有
志
八
十
名
が
、

（
「
予
接
会
」
、

『
大
朝
」

似
－

3
・
5
、
傍
線
1

北
泊
）

②
南
区
日
本
橋
東
二
丁
目
の
藤
本
裏
に
住
む
松
林
徳
松
の
三
男
清
吉
（
二
ニ
）

は
去
る
七
日
病
死
の
折
柄
、
徳
松
は
出
征
せ
り
、
後

に
は
女
房
さ
く
子
供
の
死
骸
を
抱
へ
て
途
方
に
暮
れ
居
り
し
を
、
東
二
奉
公
会
よ
り
扶
助
し
ー
て
葬
儀
を
営
み
、
尚
お
さ
く
に
月
々



相
当
の
扶
助
を
為
し
居
れ
り
（
「
出
征
軍
人
の
家
族
（
十
九
）
」
、
「
大
朝
』
悦
・

3
・
M
、
傍
線
北
泊
）

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
見
て
取
り
た
い
の
は
、
地
域
社
会
が
援
護
事
業
の
内
容
に
対
応
し
て
結
集
の
規
模
を
収
縮
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
事
例
①
に
お
け
る
出
征
軍
人
・
家
族
の
神
社
参
詣
・
慰
藷
の
よ
う
に
、
大
規
模
な
運
営
資
金
の
調
達
と
人
的
動
員
を
要
件

日露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

と
し
た
事
業
に
お
い
て
は
、
広
域
的
な
地
域
住
民
の
連
合
に
よ
り
そ
れ
を
遂
行
す
る
。
逆
に
事
例
②
を
、
前
述
の
白
井
み
よ
の
事
例
と

併
せ
て
検
討
す
れ
ば
、
金
品
施
与
や
葬
儀
な
ど
軍
人
家
族
個
々
の
生
活
に
関
わ
る
具
体
的
な
救
済
事
業
は
、
近
隣
住
民
の
相
互
扶
助
機

能
を
促
進
す
る
役
割
を
有
す
る
地
域
住
民
組
織
1
軍
人
家
族
援
護
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
れ
に
分
任
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
事

業
遂
行
主
体
の
重
層
的
役
割
分
担
、
こ
れ
が
救
済
・
援
護
事
業
の
範
囲
拡
大
に
対
す
る
地
域
社
会
の
対
応
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
地
域
社
会
の
共
同
性
に
立
脚
し
た
「
隣
保
相
扶
」
の
構
造
に
注
目
す
る
場
合
、
他
方
で
そ
の
相
互
扶
助
機
能
が

作
動
し
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
寄
留
者
」
の
存
在
で
あ
る
。
【
表
4

同
・
川
】
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
都
市
部
に
お
け
る
流
入
人
口
リ
入
寄
留
者
の
増
大
、
と
く
に
大
阪
市
に
お
い
て
は
一
八
九
七
年
の
第
一
次
市
域
拡
張
後
に
市

域
に
編
入
さ
れ
た
新
市
区
域
や
市
域
隣
接
町
村
に
お
け
る
人
口
過
密
化
が
、
右
記
の
相
互
扶
助
を
困
難
に
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
域
社

会
に
設
立
さ
れ
た
援
護
団
体
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
流
入
者
を
意
識
的
に
排
除
し
よ
う
と
す
る
対
応
を
見
せ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
出
征
軍
人
家
族
の
救
護
規
約
に
お
い
て
「
或
は
絶
対
の
本
籍
主
義
に
依
る
」
（
「
軍
人
家
族
救
護
団
体
統
一
の
急
務
」
「
大
朝
』

ω
・
6
・
7
）
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
現
住
地
域
と
の
関
係
が
希
薄
な
流
入
者
U
寄
留
者
を
救
済
対
象
か
ら
除
外
す
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
事
例
②
に
も
ど
る
と
、
松
林
さ
く
の
住
む
南
区
日
本
橋
東
二
丁
目
は
、
大
阪
最
大
の
ス
ラ
ム
街
の
中
に
あ
る
た
め

（問）

「
比
較
的
下
等
生
活
ヲ
為
ス
モ
ノ
多
ク
従
テ
其
転
出
入
頻
繁
」
な
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
頻
繁
に
転
出
入
を
繰
り
返
す
貧
民

63 
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［表4 (a）］大阪市現住人口表（1905-1917年）

現住人口総計（人） 現住本籍人口（人） 比率制 入寄留人口（人） 比率（覧）

1905（明治38) 1,069,458(100) 555,605(100) 50.4 547,259(100) 49.6 

1909（明治42) 1,204,577 ( 113) 593,970 (107) 47.7 653,103 (119) 52.3 

1913（大正 2) 1,388,909 ( 129) 675,241 (122) 47.7 739,009 (135) 52.3 

1917（大正 6) 1,557,986(146) 689,576(124) 43.2 907,067 (166) 56.8 

［出典］『大阪市統計書』各年度版より作成。

［備考］①現住人口・現住本籍人口（大阪市内に本籍があり、現在大阪市内に住む人）・入寄留

人口の欄中、（ ）内の数字は、 1905年を100とした場合のそれぞれの増加率を示す。

②表中の「比率」とは、現住本籍人口．入寄留人口の比率（合計100%）。

③（現住人口）＝（現住本籍人口）＋（入寄留人口）。上表では、現住本籍人口と入

寄留人口の合計が現住人口の数と異なるが、出典のまま引用した。

［表4 (bl l I日市・新市区域別人口（1905～1917年）

西 区 南 区 東 区

旧市区域 新市区域 旧市区域 新市区域 i日市区域 新市区域

1905（明治38) 164,950(100) 78,494 (100) 172,313(100) 158,335 ( 100) 139,813(108) 63,498(100) 

1909（明治42) 187,876(114) 118,589(151) 181,422 ( 105) 2D7,191 (131) 155,080(111) 91,149(144) 

1913（大正 2) 198,214(120) 157,873 (201) 210,005(122) 223,751 (141) 168,384 (120) 109,755(173) 

1917（大正 6) 2[6,990(125) 214,8~3 (27 4) 212,627 (123) 265,461 (168) 177,675(127) 125,292 (197) 

［出典］

大阪市役所学務課編『大

阪市学事統計J各年度版
より作成。

［備考］

（ ）内の数字は、 1905

年を100とした場合のそ

れそ＇tt.の増加率を示す。

~t 区 大 阪 市

旧市区域 新市区域 旧市区域 新市区域

1905（明治38) 117,213 (10日） 127,132 (100) 594,289 (100) 427,459 ( 100) 

19C9（明治42) 138,772(118) 124,711 ( 98) 663,150 (112) 541,640(127) 

1913（大正 2) 152,029(130) 168,816(132) 728,632 (123) 650,195(154) 

1917（大正 6) 149,404(127) 205,541 (162) 746,696(126) 811,127(190) 

を
も
含
ん
だ
地
域
社
会
に
お

い
て
、
出
征
者
家
族
の
保

護
・
救
済
に
関
わ
る
費
用
を

負
担
さ
せ
る
こ
と
は
相
当
な

困
難
を
伴
っ
た
。
と
こ
ろ
が

地
域
住
民
組
織
U
東
二
奉
公

会
は
松
林
さ
く
を
救
助
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

都
市
貧
民
を
も
含
む
地
域
社

会
に
お
い
て
は
、
例
え
貧
困

で
も
世
帯
を
形
成
し
て
定
着

し
て
い
る
出
征
者
家
族
は
こ

れ
を
扶
助
し
、
逆
に
定
住
化

せ
ず
あ
る
い
は
居
住
後
間
も

な
い
流
入
者
H
寄
留
者
は

「
隣
保
相
扶
」
シ
ス
テ
ム
の

外
部
に
置
か
れ
た
の
で
あ



る
。
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
相
互
扶
助
機
能
で
も
、
救
助
令
に
よ
る
国
費
救
護
で
も
十
分
に
救
助
で
き
な
い
出
征
者
家
族
を
救
護
す
る

主
体
と
し
て
、
市
町
村
単
位
の
援
護
団
体
が
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
の
課
題
と
し
て
、
大
阪
市
に
お
け
る
市
単

位
援
護
団
体
自
大
阪
市
報
効
会
と
出
征
者
家
族
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
ζ

う。

白露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

市
町
村
単
位
の
地
域
援
護
団
体
i
大
販
市
報
効
会
を
事
例
に
！

（怨

大
阪
市
内
に
お
け
る
「
統
一
的
後
援
機
関
」
と
し
て
の
大
阪
市
報
効
会
は
、
日
露
戦
争
開
戦
直
後
、
大
阪
市
四
区
長
会
議
で
軍
人
遺

族
救
護
案
と
し
て
そ
の
組
織
化
が
提
案
さ
れ
、
そ
こ
で
「
大
阪
市
報
効
会
会
則
草
案
」
が
示
さ
れ
た

（
『
大
朝
』
倒
・

2
・
日
、
同
2

H
）
。
そ
の
後
、

一
九
O
四
年
二
月
一
五
日
の
大
阪
市
会
で
右
記
の
会
則
草
案
が
協
議
さ
れ
、
ほ
ぽ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
市
部
府
会

議
員
・
市
参
事
会
員
・
市
会
議
員
・
商
業
会
議
所
議
員
等
を
発
起
人
と
し
て
組
織
化
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

（
『
大
朝
』
同
2
－

M
）。

そ
し
て
報
効
会
役
員
は
、
会
長
・
鶴
原
定
士
口
市
長
、
常
議
員
・
今
西
林
三
郎
（
市
議
・
西
区
選
出
・
阪
神
電
鉄
専
務
）
外
四
二
名
、
会

計
監
督
・
川
瀬
正
七

（
市
議
・
東
区
選
出
・
小
間
物
商
）
外
二
名
な
ど
に
嘱
託
し

（
「
大
朝
』
同
2
－

M
）
、
さ
ら
に
二
月
一
七
日
の
同

会
常
議
員
会
で
は
、
①
事
務
所
を
市
役
所
内
に
設
置
す
る
こ
と
、
②
報
効
会
を
会
員
組
織
と
し
、
戦
時
中
毎
月
金
一
円
ず
つ
ま
た
は
一

度
に
二
O
円
以
上
寄
付
す
る
者
を
正
会
員
、
百
円
以
上
の
寄
付
者
を
名
誉
会
員
と
す
る
こ
と
等
が
決
議
さ
れ
た
（
『
大
朝
』
同
2
・国）
0

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
市
役
所
吏
員
と
市
内
名
誉
職
層
を
結
集
し
て
援
護
団
体
の
中
核
部
分
を
強
化
す
る
一
方
、
活
動
資
金

調
達
に
お
い
て
は
広
く
市
民
か
ら
の
寄
付
金
を
募
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
大
阪
市
報
効
会
が
市
役
所
内
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
次
の
段
階
で
は
報
効
会
組
織
の
拡
充
化
が
図
ら
れ
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て
い
く
。
ま
ず
二
月
二
七
日
に
は
東
区
の
南
大
江
幼
稚
園
で
池
原
鹿
之
助
助
役
（
報
効
会
役
員
）

日
野
国
明
（
市
議
・
弁
護
士
）
に



66 

I表5］大阪市報効会の事業（抜粋）

①軍隊との関係

(a）備軍…出征軍隊の歓送、傷病兵慰問（7・17、9・4)

(b）市内出征者葬儀への参加・遺族慰藷（6・24など）

(c）角力興行（11・20)

②出征軍人家族・廃兵遺家族救護事業

(a）出征軍人家族への保護金給付（3・6、5・8、6・24、8・2、8・20、9・21、11・6、12・16)

(b）授産事業傷病兵軍服・靴・足袋・病衣等裁縫（8・28、9・6、9・8、12・16)

乾燥野菜製造所での作業（12・7,12・16)

今宮宮嘗煙草製造所での作業（12・16)

(c）酒保…大阪予備病院内（阿倍野酒保－9・16、9・20、11・1）・停虜収容所内（逢坂・漬寺酒

保）

③市民との関係

(a）軍事講演会（9・27)・・遼陽攻略の実況講演

(b）活動写真会（10・2渇）…日露戦争関係

［出典］内務省『戦時援護事業と慈恵施設』（西東書房、 1906年） p.35-37、『大朝』より作成。

表中の「7・17Jは、『大阪朝日新聞』 1904年7月17日付の意味である。

よ
る
第
一
回
報
効
会
加
入
勧
誘
演
説
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（
「
大
朝
』
同
2
・訂）。

ま
た
翌
月
三
日
、
鶴
原
会
長
は
四
区
長
を
市
役
所
に
召
集
し
て
報
効
会
の
事
務

に
つ
き
協
議
し
た
結
果
、
区
会
議
員
一
同
に
委
員
を
嘱
託
す
る
こ
と
に
決
し
、

各
区
長
と
も
直
ち
に
区
議
に
委
嘱
状
を
発
送
し
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は
鶴
原
会

長
が
東
・
西
・
南
・
北
区
役
所
を
一
巡
し
て
、
報
効
会
の
件
に
つ
き
区
議
と
協

議
す
る
の
で
あ
る

（
「
大
朝
』
同
3
・
4
）
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
区
議

に
就
任
す
る
名
誉
職
層
が
、
学
区
（
聯
合
区
）
内
に
お
け
る
他
の
名
誉
職
（
学

務
委
員
、
衛
生
組
合
・
学
区
単
位
教
育
会
の
役
員
等
）
を
も
兼
任
す
る
区
内
の

有
力
者
・
実
業
家
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、

し
か
も
学
区
内
で
は
比
較
的
資
産
を

（忽

多
く
所
有
す
る
営
業
者
・
資
産
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
報
効
会
は
こ
れ

ら
の
名
誉
職
層
を
介
し
て
、
学
区
内
住
民
に
対
す
る
会
員
勧
誘
な
か
ん
ず
く
活

動
資
金
の
調
達
を
推
進
す
る
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
大
阪
市
報
効
会
の
事
業
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
こ
で

【表
5
｝
を

見
る
と
、
報
効
会
は
、
稿
軍
な
ど
の
軍
事
援
護
事
業
か
ら
軍
事
講
演
会
・
活
動

写
真
会
な
ど
市
民
の
軍
事
思
想
動
員
に
至
る
ま
で
実
に
多
様
な
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
検
討
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
軍
人
家

族
援
護
事
業
に
対
象
を
限
定
し
た
い
。
ま
ず
、
援
護
事
業
の
第
一
の
特
徴
は
、



出
征
軍
人
家
族
に
対
す
る
現
金
支
給
が
事
業
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一九
O
四
年
末
に
お
け
る
「
大
阪
市
報
効

会
収
支
現
計
要
領
報
告
（
一
九
O
四
年
二
月
一
五
日
i
一
二
月
二
五
日
こ
を
見
る
と
、
総
支
出
一
二
万
O
七
四
二
円
四
一
銭
三
厘
の

う
ち
出
征
軍
人
家
族
保
護
費
が
七
万
二
四
五
九
円
七
銭
と
、
実
に
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る

（
出
征
軍
人
待
遇
費
一
二
万
六
五
四
三
円

日露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

川
悦
・
ロ
－

m）
。
さ
て
、
そ
れ
ら
保
護
金
の
支
給
対
象

（ママ）

と
な
る
軍
人
家
族
は
、
報
効
会
会
則
で
「
本
市
に
住
所
を
定
め
た
る
陸
海
軍
現
役
及
び
在
郷
下
士
卒
に
し
て
日
露
事
件
に
際
し
動
員
若

六
五
銭
一
厘
、
広
告
料
七
一
九
九
円
九
五
銭
が
こ
れ
に
次
ぐ
、
以
上
『
大
朝
』

く
は
充
員
召
集
に
応
じ
た
る
家
族
の
生
計
困
難
及
び
其
疾
病
又
は
不
慮
の
災
害
に
擢
り
た
る
も
の
」
（
第
九
条
）

と
規
定
さ
れ
、
そ
の

保
護
金
額
は
一
三
歳
以
上
が
日
給
一
五
銭
以
内
（
月
額
四
円
五
O
銭
以
内
）
、

一
三
歳
未
満
が
日
給
一

O
銭
以
内
（
月
額
三
円
以
内
）

で
扶
助
対
象
の
個
人
単
位
に
支
給
さ
れ
た

（
扶
助
内
則
第
一
条
）
。
こ
こ
か
ら
ま
ず
、
報
効
会
の
現
金
支
給
が
、
救
助
令
に
よ
る
公
的

救
護
金
支
給
（
月
額
一
円
二
O
銭
i
八
O
銭
程
度
）
に
比
し
て
多
少
は
生
計
補
助
的
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
し
か

し
、
よ
り
注
目
し
た
い
の
は
、
会
則
第
九
条
で
現
住
地
主
義
を
採
用
し
、
ま
た
「
親
族
故
旧
等
よ
り
扶
助
を
受
く
べ
き
見
込
あ
る
も
の
」

（
扶
助
内
則
第
三
条
）
を
支
給
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
既
に
明
ら
か
に
し
た

「
隣
保
相
扶
」
シ
ス
テ
ム

の
特
賓
と
併
せ
て
考
察
す
れ
ば
、
頻
繁
に
転
出
入
を
繰
り
返
す
入
寄
留
者
で
近
隣
住
民
の
相
互
扶
助
機
能
が
作
用
し
な
い
困
窮
軍
人
家

族
の
救
助
は
、
市
内
住
民
の
醸
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
統
一
的
後
援
団
体
た
る
大
阪
市
報
効
会
に
よ
り
補
完
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
第
二
に
、
出
征
者
家
族
の
「
生
業
扶
助
」
、
す
な
わ
ち
自
助
努
力
を
推
進
す
る
た
め
に
労
働
紹
介
事
業
や
授
産
事
業

も
展
開
さ
れ
た
。
発
足
当
初
の
報
効
会
の
掌
理
事
項
は
、
会
則
に
よ
れ
ば
出
征
者
家
族
の
現
金
支
給
と
稿
軍
等
に
限
定
さ
れ
て
い
た

（
会
則
第
一
条
）
が
、
特
に
前
者
の
事
業
拡
大
に
伴
い
「
本
年
八
九
月
頃
に
は
毎
月
九
千
円
余
の
支
出
を
要
」
し

「
募
集
金
追
々
残
り
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少
く
」
な
る
な
ど
、
運
営
資
金
の
不
足
を
招
来
し
た

（
「
大
朝
』
似
－

U
－
M
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
業
扶
助
的
活
動
を
推
進
す
る
内
務
省



68 

（幻）

の
援
護
方
針
と
も
相
候
っ
て
、

一九
O
四
年
八
月
に
陸
軍
被
服
廠
か
ら
傷
病
兵
の
軍
服
・
病
衣
や
陸
軍
用
の
軍
靴
・
足
袋
の
裁
縫
を
報

効
会
に
委
託
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
（
『
大
朝
』
同
8
・

m）
、
軍
人
家
族
・
遺
家
族
救
護
の
方
法
と
し
て
授
産
事
業
を
推
進
す
る
方
針

に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
従
来
の
生
計
保
護
的
現
金
給
与
と
「
労
務
的
救
助
」
（
「
要
義
』
二

O

頁

と
の
間
に
お
け
る
境
界
線
を
い
か
に
設
定
す
る
か
で
あ
る
。

［
史
料
〕
「
大
阪
市
報
効
会
救
護
法
の
改
正
」
（
一
九
O
四
年
九
月
二
五
日
、
於
・
報
効
会
常
議
員
会
、
『
大
朝
』
岡
9
・
U
）

被
護
者
中
疾
病
に
権
り
労
働
に
堪
へ
ざ
る
者

被
護
者
中
年
齢
六
十
年
以
上
十
三
年
未
満
の
老
幼
者
に
し
て
労
働
に
堪
ヘ
ざ
る
者

就
業
者
の
収
得
す
る
賃
銀
僅
少
に
し
て
家
計
困
難
と
認
む
る
者

右
は
、
報
効
会
の
救
護
法
改
正
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
保
護
金
支
給
対
象
者
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
金
支
給
の
対
象
は

労
役
不
能
者
や
収
入
僅
少
者
な
ど
に
制
限
さ
れ
、
他
の
軍
人
家
族
は
生
業
扶
助
的
活
動
に
よ
り
賃
金
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
会
の
方
針

と
し
て
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
軍
人
家
族
を
「
健
康
的
窮
貧
者
」
（
「
要
義
」

一
八
六
頁
）

と
「
絶
対
的
窮
乏
者
」

（
『
要
義
』

二
O
一
二
頁
）
に
区
分
し
、
前
者
に
「
労
務
的
救
助
」
を
推
奨
し
、
直
接
的
な
生
活
保
護
的
現
金
給
与
を
後
者
に
制
限
す
る
こ

と
に
よ
り
経
費
負
担
を
抑
制
す
る
こ
と
、
こ
こ
に
報
効
会
に
よ
る
授
産
事
業
推
進
の
意
義
を
見
い
だ
せ
よ
う
。

こ
う
し
て
、
【
表
5
】
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
授
産
事
業
・
労
働
紹
介
的
事
業
の
外
、
陸
軍
予
備
病
院
の
酒
保
経
営
に
も
軍
人
家
族
を

採
用
す
る
な
ど
報
効
会
の
事
業
が
拡
大
し
て
い
く
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
れ
ら
の
生
業
扶
助
的
援
護
を
側
面
支
援
す
る
た

め
に
保
育
所
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
設
置
主
体
は
主
に
婦
人
団
体
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
大
阪
婦
人
慈
善
会
は
、
東
区
大



川
町
の
報
効
会
授
産
場
内
や
北
区
北
野
町
な
ど
に
幼
児
預
り
所
を
設
置
し
、
後
者
は
北
区
役
所
川
崎
出
張
所
内
の
授
産
場
に
勤
務
す
る

軍
人
家
族
に
利
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
今
回
更
に
事
業
を
拡
張
し
て
全
市
に
及
ぼ
す
」
た
め
に
「
会
則
を
改
正
し
て
従
来
の
会
費
一
筒

月
金
十
銭
な
り
し
を
三
十
銭
に
増
加
し
其
（
幼
児
保
育
所
拡
張
｜
北
泊
注
）
費
用
に
充
つ
る
こ
と
」
と
し
た
の
で
あ
る

（
『
大
朝
」

日露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

悦
－

H
・
9
）
。
ま
た
、
浪
華
婦
人
会
も
南
区
難
波
鉄
眼
寺
の
一
部
を
借
り
て
幼
児
保
育
所
を
開
設
じ
、
今
宮
官
営
煙
草
製
造
所
に
勤

（
判
部

務
す
る
婦
人
の
幼
児
・
乳
児
を
毎
日
二

O
人
ほ
ど
保
育
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
報
効
会
の
授
産
事
業
や
労
働
紹
介
的
事
業

を
媒
介
環
と
し
て
、
市
単
位
援
護
団
体
と
有
志
的
慈
恵
団
体
と
が
提
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
軍
人
家
族
援
護
事
業
に
お
け
る
双
方
の
連

絡
統
一
を
可
能
に
す
る
回
路
が
形
成
さ
れ
る
と
共
に
、
事
業
規
模
を
拡
大
し
て
軍
人
家
族
へ
の
労
務
的
救
助
を
実
施
す
る
基
盤
を
拡
大

し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
隣
保
相
扶
」
シ
ス
テ
ム
か
ら
脱
漏
し
た
寄
留
在
郷
軍
人
家
族
を
中
心
に
生
業
扶
助
的
援
護
あ
る
い
は
生
活
保
護
的

現
金
支
給
等
の
事
業
を
履
行
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
内
務
省
｜
府
と
い
う
救
済
行
政
系
列
の
下
位
に
位
置
し
、
ま
た
市
内
の
地
域
住
民
組

織
・
有
志
的
慈
恵
団
体
を
後
見
・
補
完
す
る
立
場
に
あ
っ
た
市
単
位
の
地
域
援
護
団
体
に
よ
り
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
を
軸
と
し
た
日
露
戦
争
中
の
出
征
者
家
族
救
助
は
、
「
家
族
」
（
H

「戸」）

の
自

助
努
力
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
学
区
・
町
・
丁
目
（
地
域
住
民
組
織
）
｜
近
隣
住
民
｜
扶
養
義
務
者
の
重
層
構
造
に
よ
り
個
々
の
日
常

生
活

関
わ
る
直
接
的
救
助
を
ま
ず
地
域
社
,6. 
;io; 

分
任
し

（
「
隣
保
相
扶
」
）
、
「
隣
保
相
扶
」
シ
ス
テ
ム
で
救
助
で
き
な
い
寄
留
在
郷
軍

69 

人
な
ど
の
家
族
は
、
内
務
省
｜
府
早
市
区
町
村
と
い
う
救
済
行
政
系
列
に
よ
る
国
費
救
護
金
給
付
と
、
市
町
村
単
位
で
結
成
さ
れ
た



70 

援
護
団
体
の
事
業
に
よ
り
こ
れ
を
補
完
す
る
こ
と
、
こ
こ
に
そ
の
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
本
稿
で
は
、
「
隣
保
相
扶
」

シ
ス
テ
ム
と
救
済
行
政
系
列
の
接
点
に
位
置
す
る
市
町
村
単
位
の
援
護
団
体
が
、
内
務
省
の
推
進
す
る
生
業
扶
助
的
援
護
U
授
産
事
業

を
行
う
一
方
、
「
絶
対
的
窮
乏
者
」
に
限
定
し
つ
つ
生
活
保
護
的
現
金
給
与
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

「
隣
保
相
扶
」
シ
ス
テ
ム
と
市
町
村
単
位
の
援
護
団
体
に
よ
る
軍
人
家
族
救
助
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
国
家
に
よ
る
公
的
救
護
費
支
出

を
抑
制
し
つ
つ
、
貧
困
下
層
も
含
む
軍
人
家
族
個
々
を
直
接
に
把
握
・
統
制
す
る
軍
事
扶
助
体
制
が
整
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
展
望
を
述
べ
る
と
、
公
的
義
務
救
助
制
度
と
し
て
の
軍
事
扶
助
法
制
は
、

（弘

一
九
一
七
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
軍
事
救
護
法
に

よ
っ
て
一
定
の
整
備
を
見
せ
る
。
同
法
は
、
応
召
中
の
陸
海
軍
下
士
兵
卒
に
加
え
、
傷
演
疾
病
軍
人
と
そ
の
家
族
・
現
役
兵
家
族
・
戦

（怒

死
者
遺
族
に
ま
で
被
救
護
者
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
極
め
て
一
時
的
の
性
質
」
を
有
し
て
い
た
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令

に
代
わ
っ
て
公
的
軍
事
扶
助
の
対
象
を
平
時
に
も
拡
大
す
る
こ
と
に
そ
の
意
義
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
内
務

大
臣
後
藤
新
平
が
「
本
法
（
軍
事
救
護
法
｜
北
泊
注
）

の
発
布
に
因
り
軍
事
救
護
に
関
し
国
費
支
出
の
途
開
け
た
り
と
躍
も
都
保
相
扶

の
美
風
は
益
々
之
を
助
長
し
又
愛
国
婦
人
会
軍
人
後
援
会
等
団
体
の
施
設
に
係
る
も
の
は
益
々
之
が
発
達
助
成
に
努
め
国
の
救
護
と
相

（お）

侯
て
其
の
実
績
を
挙
ぐ
る
こ
と
に
留
意
せ
ら
れ
む
こ
と
を
望
む
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
露
戦
争
中
に
見
ら
れ
た
軍
事
扶
助
の
枠

組
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
該
期
に
お
け
る
救
済
行
政
や
地
域
社
会
に
お
け
る
軍
人
家
族
援
護
の

実
態
を
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註

山
村
隆
夫
「
帝
国
軍
人
援
護
会
と
日
露
戦
時
軍
事
援
護
活
動
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
三
五
八
号
、

一
九
九
二
年
六
月
）
、
宮
地
正
人
「
日



日露戦争中の出征軍人家族援護に関する一考察

露
前
後
の
社
会
と
民
衆
」
（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
史
」
第
六
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
O
年
）
、
能
川
泰

治
「
日
露
戦
時
期
の
都
市
社
会
日
比
谷
焼
打
事
件
再
考
！
」
（
『
歴
史
評
論
』
第
五
六
三
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
、
大
潰
徹
也
『
明
治
の

墓
標

l
庶
民
の
み
た
日
清
・
日
露
戦
争
｜
』
（
秀
英
出
版
、
一
九
七
O
年
）
、
同
『
天
皇
の
軍
隊
』
（
教
育
社
歴
史
新
書
〈
日
本
史
〉
一
一
一
四
、

一
九
七
八
年
）
。

（2
）
前
掲
山
村
論
文
。

（3
）
山
崎
巌
『
救
貧
法
制
要
義
」
（
良
書
普
及
会
、
一
九
一
一
一
一
年
）
、
日
本
社
会
事
業
大
学
救
貧
制
度
研
究
会
編
『
日
本
の
救
貧
制
度
』
（
勤
草

書
房
、
一
九
六
O
年
）
、
吉
田
久
一
『
現
代
社
会
事
業
史
研
究
」
（
劾
草
書
房
、
一
九
七
九
年
）
、
池
田
敬
正
『
日
本
社
会
福
祉
史
』
（
法
律
文

化
社
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
。

（4
）
遠
藤
芳
信
「
在
郷
軍
人
会
成
立
の
軍
制
史
的
考
察
」
（
現
代
史
の
会
編
「
季
刊
現
代
史
』
第
九
号
、
一
九
七
八
年
六
月
、
の
ち
遠
藤
『
近

代
日
本
軍
隊
教
育
史
研
究
』
、
青
木
書
店
、
一
九
九
四
年
、
五
O
九
｜
五
五
二
頁
に
収
録
）
、
二
宮
孝
富
「
徴
兵
令
の
確
立
と
家
族
扶
助

i
徴

兵
忌
避
対
策
の
側
面
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
「
国
家
論
研
究
』
第
二
ハ
号
、
一
九
七
八
年
五
月
）
。

（5
）
「
出
征
軍
人
の
家
族
（
十
）
」
（
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
O
四
年
三
月
一
日
、
以
下
『
大
朝
』
と
略
記
。
ま
た
新
聞
史
料
の
西
暦
年
と
月
日

に
つ
い
て
は
、
一
九
0
0年
代
の
場
合
、
西
暦
年
の
下
二
桁
と
月
日
と
を
算
用
数
字
で
記
し
て
本
文
中
に
挿
入
す
る
こ
と
に
す
る
）
0

（6
）
吉
田
裕
「
日
本
の
軍
隊
」
（
鹿
野
政
直
ほ
か
編
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
げ
巻
・
近
代
2
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
六
二
頁
、

大
江
志
乃
夫
『
日
露
戦
争
の
軍
事
史
的
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
八
O
頁。

（7
）
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
ヲ
定
ム
」
一
九
O
四
年
四
月
二
日
（
国
立
公
文
書
館
「
公
文
類
家
』
第
二
十
八
編
巻
十
九
、
賑
他
門
、
「
公
文
類
南
京
」

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
R
｜
一
七
三
所
収
）
。
以
下
の
記
述
も
こ
れ
に
よ
る
。

（8
）
井
上
友
一
『
救
済
制
度
要
義
」
（
博
文
館
、
一
九
O
八
年
）
。
以
下
、
本
書
に
つ
い
て
は
『
要
義
」
と
略
記
し
て
著
作
の
頁
の
み
を
本
文
中

に
記
す
。

（9
）
井
上
友
一
は
、
一
八
九
三
年
八
月
に
内
務
省
試
補
と
し
て
県
治
局
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
一
八
九
八
年
九
月
か
ら
内
務
省
地
方
局
府
県
課
長

に
転
じ
、
一
九
一
五
年
七
月
に
東
京
府
知
事
に
就
任
し
て
内
務
省
を
離
れ
る
ま
で
、
一
貫
し
て
地
方
行
政
に
関
わ
っ
た
専
門
官
僚
で
あ
り
、

ま
た
彼
は
救
貧
事
業
に
関
わ
り
の
あ
る
官
僚
・
学
者
・
慈
善
事
業
家
を
結
集
し
て
一
九
O
O年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
「
貧
民
研
究
会
」
の
ブ

レ
ー
ン
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。
右
田
紀
久
恵
「
井
上
友
一
『
救
済
制
度
要
義
」
解
説
」
（
『
戦
前
期
社
会
事
業
基
本
文
献
集
問
』
、
日
本
図
書

71 
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セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
）
九
｜
一
八
頁
な
ど
を
参
照
。

（
日
）
前
掲
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
ヲ
定
ム
」
o

以
下
の
救
助
令
の
条
文
も
こ
れ
に
よ
る
。
ま
た
『
宮
報
』
第
六
二
二
四
号
（
一
九
O
四
年
凶

月
四
日
）
六
九
頁
も
参
照
。

（
日
）
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
施
行
規
則
」
、
内
務
省
令
第
三
号
、
一
九
O
四
年
四
月
九
日
（
『
官
報
』
第
六
二
二
九
号
、
一
九
O
四
年
四
月
九

日
、
二
六
五
頁
）
。
以
下
の
施
行
規
則
の
条
文
も
こ
れ
に
よ
る
。

（
ロ
）
軍
人
恩
給
法
に
つ
い
て
は
、
総
理
府
恩
給
局
一
編
「
恩
給
制
度
史
』
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
六
四
年
）
を
参
照
。

（
日
）
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
規
程
」
、
大
阪
府
令
第
四
七
号
、
一
九
O
四
年
五
月
一
日
（
『
大
朝
』
同
上
）
o

以
下
の
条
文
も
こ
れ
に
よ
る
。

（U
）
東
京
府
『
明
治
三
十
七
年
下
士
兵
卒
家
族
救
助
願
・
下
谷
』
中
「
救
助
願
第
一

O
号
」
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）
。
な
お
同
じ
史
料
は
、

大
演
徹
也
編
『
近
代
民
衆
の
記
録

8

兵
士
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
八
年
）
三
七
六
｜
問
。
四
頁
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
の
生
計
調
査
の
事
例
を
見
て
も
、
い
ず
れ
も
収
入
月
額
・
隣
佑
あ
る
い
は
救
護
団
体
等
の
救
護
額
・
国
費
救
助
見
込
額
の
合
計
よ
り
支
出

月
額
の
方
が
上
回
っ
て
い
る
。

（
日
）
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
制
定
ノ
件
」
、
前
掲
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
ヲ
定
ム
」
所
収
。

（
日
）
前
掲
「
下
士
兵
卒
家
族
救
助
令
ヲ
定
ム
」
0

（
η
）
山
本
桃
洲
『
大
阪
の
公
人
』
（
大
阪
の
公
人
刊
行
事
務
所
、
一
九
一
六
年
）
二
二
頁
。

（
時
）
松
下
孝
昭
「
大
阪
市
学
区
廃
止
問
題
の
展
開
｜
近
代
都
市
史
研
究
の
一
視
角
と
し
て
｜
」
（
「
日
本
史
研
究
』
第
二
九
一
号
、
一
九
八
六
年

一
一
月
）
五
六
！
六
一
頁
。

（
川
口
）
「
簡
閲
点
呼
状
況
ノ
件
大
阪
憲
兵
隊
長
報
告
」
（
陸
軍
省
「
大
正
二
年
（
四
間
ノ
内
一
二
）
密
大
日
記
』
報
告
第
一
号
、
一
九
一
二
年
二
一

月
二
一
日
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
）
中
「
三
、
不
参
届
出
ノ
有
無
各
人
ノ
注
意
状
況
並
町
村
長
ノ
軍
人
ニ
対
ス
ル
深
昨
ノ
度
合
」
0

（
却
）
内
務
省
『
戦
時
援
護
事
業
と
慈
恵
施
設
』
（
西
東
書
一
房
一
、
一
九
O
六
年
）
三
五
頁
。

（
幻
）
拙
稿
「
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
帝
国
在
郷
軍
人
会
の
成
立
と
展
開
｜
大
阪
聯
隊
区
司
令
部
管
内
を
事
例
に

i
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
一
六

三
号
、
一
九
九
九
年
一
月
）
二

O
七
、
二
一
一
三
頁
を
参
照
。

（
泣
）
大
阪
市
報
効
会
の
軍
人
家
族
救
護
事
業
の
方
針
を
労
役
的
救
助
に
転
換
さ
せ
る
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
O
四
年
八
月
の
内
務
省
地
方

局
嘱
託
留
岡
幸
助
の
来
阪
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
留
岡
は
、
八
月
六
日
に
大
阪
府
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
慈
善
演
説
会
で
「
軍
人
家
族
を


